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令和 4年 5月 2日 

新規採用・削除医薬品等通知 
 

（薬品名） エネフリード輸液 550mL    

（組成） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

糖質；37.5g ・ 遊離アミノ酸；15g ・ 脂質；10g ・ 総熱量；310kcal 

大塚製薬工場 

2020 年 11 月 

1 キット 1,048 円 

3259 

アミノ酸・糖・電解質・脂肪・水溶性ビタミン液 

効能・効果 下記状態時のアミノ酸、電解質、カロリー、脂肪酸、水溶性ビタミン及び水分の補給 

・ 経口摂取不十分で、軽度の低蛋白血症又は軽度の低栄養状態にある場合 

・ 手術前後 

用法・用量 通常、成人には 1 回 550mL を末梢静脈内に点滴静注する。投与速度は、通常、成人 550mL 当たり 120 分

を基準とする。 

なお、症状、年齢、体重に応じて適宜増減するが、最大投与量は 1 日 2200mLまでとする。 

禁忌 重篤な肝障害、肝性昏睡又は肝性昏睡のおそれのある患者 

重篤な腎障害のある患者又は高窒素血症の患者（いずれも透析又は血液ろ過を実施している患者を除く）

［水分、電解質の過剰投与に陥りやすく、症状が悪化するおそれがある。また、アミノ酸の代謝産物であ

る尿素等が滞留し、症状が悪化するおそれがある。］ 

乏尿のある患者（透析又は血液ろ過を実施している患者を除く）［高カリウム血症が悪化する又は誘発され

るおそれがある。］ 

うっ血性心不全のある患者［循環血液量を増すことから心臓に負担をかけ、症状が悪化するおそれがあ

る。］ 

高度のアシドーシス（高乳酸血症等）のある患者［症状が悪化するおそれがある。］ 

高カリウム血症、アジソン病の患者［高カリウム血症が悪化する又は誘発されるおそれがある。］ 

高リン血症、副甲状腺機能低下症の患者［高リン血症が悪化する又は誘発されるおそれがある。］ 

高マグネシウム血症、甲状腺機能低下症の患者［高マグネシウム血症が悪化する又は誘発されるおそれ

がある。］ 

高カルシウム血症の患者［高カルシウム血症が悪化するおそれがある。］ 

閉塞性尿路疾患により尿量が減少している患者［水分、電解質の過負荷となり、症状が悪化するおそれが

ある。］ 

アミノ酸代謝異常症の患者［投与されたアミノ酸が代謝されず、症状が悪化するおそれがある。］ 

血栓症の患者［凝固能亢進により症状が悪化するおそれがある。］ 
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重篤な血液凝固障害のある患者［出血傾向があらわれるおそれがある。］ 

血友病の患者［出血時間を延長することがある（パンテノール含有のため）。］ 

ケトーシスを伴った糖尿病の患者［ケトーシスが亢進するおそれがある。］ 

重度の高脂血症の患者［高脂血症を助長させるおそれがある。］ 

本剤又は本剤配合成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

相互作用 他剤作用減弱 パーキンソン病治療薬；レボドパ  ワルファリンカリウム 

副作用 重大な副作用 静脈塞栓、ショック、アナフィラキシー 

その他 肝機能異常、注射部位静脈炎 

（薬品名） ラニビズマブ BS硝子体内注射用キット 10mg/mL 「センジュ」     劇  劇       

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Ranibizumab（Genetical Recombination）[Ranibizumab Biosimilar 1] 

1 キット（0.165mL）中、ラニビズマブ（遺伝子組換え）［ラニビズマブ後続 1］1.65mg を含有 

ラニビズマブ（遺伝子組換え）［ラニビズマブ後続 1］ 

千寿製薬   

2021 年 11 月 

1 筒 79,348 円 

1319 

眼科用 VEGF阻害剤 

効能・効果 中心窩下脈絡膜新生血管を伴う加齢黄斑変性  

病的近視における脈絡膜新生血管 

用法・用量 〈中心窩下脈絡膜新生血管を伴う加齢黄斑変性〉  

ラニビズマブ（遺伝子組換え）［ラニビズマブ後続 1］と して 0.5mg（0.05mL）を 1 ヵ月毎に連続 3 ヵ月間（導

入期） 硝子体内投与する。その後の維持期においては、症状により投与間隔を適宜調節するが 1 ヵ月以

上の間隔をあけること。 

〈病的近視における脈絡膜新生血管〉 

 ラニビズマブ（遺伝子組換え）［ラニビズマブ後続 1］と して 1 回あたり 0.5mg（0.05mL）を硝子体内投与す

る。投与間隔は、1 ヵ月以上あけること。 

禁忌 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者  

眼又は眼周囲に感染のある患者、あるいは感染の疑いのある患者［眼内炎等の重篤な副作用が発現する

おそれがある。］  

眼内に重度の炎症のある患者［炎症が悪化する可能性がある。］ 

相互作用 記載なし 

副作用 重大な副作用  眼障害、脳卒中 

その他 眼炎症（虹彩炎、硝子体炎、 虹彩毛様体炎、 ブドウ膜炎、前房蓄膿、前房の炎症）、結膜出血、眼

圧上昇、眼刺激、眼の異物感、流涙増加 
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変更後 変更前 

● 在庫消尽後 

アルファカルシドール錠 0.5 ㎍「アメル」 

 

アルファカルシドールカプセル 0.5 ㎍「あすか」 

変更後 変更前 

● 在庫消尽後 

ニカルジピン塩酸塩注射液 10mg「日医工」 

 

● 4 月 15 日変更済 

ナロキソン塩酸塩静注 0.2mg「AFP」 

 

ニカルジピン塩酸塩注 10mg「タイヨー」 

 

 

ナロキソン塩酸塩静注 0.2mg「第一三共」 

フエロン注射用 300 万 製造中止のため、2022 年 3 月 削除 

医薬品変更通知 

 

後発品医薬品採用通知 

変更後 変更前 

● 5 月 10 日より 

ピレノキシン懸濁性点眼液 0.005%「参天」 5mL 

 

カタリン K 点眼用 0.005% 15mL 

 

供給不足による医薬品変更通知 

削除医薬品通知 


